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1．問題の 所在と従来研 究

　景観法施 行を契機 に，地 域性 の ある景観 保全 の
一

環 として 風士色 へ の 関心が高まっ て い る．風 土色とは ，

地域の 歴史文化と関連して 保全 され た建造環 境や 自然

環境 にみ られる色彩である（尾崎 ・佐 久間 2006）．騒色

を契機 に建築物色彩 に関する研 究が進み ，色彩 計画

の 理 論 ，建築物 色彩 の 定量 的分析 ，色彩 の 印象評価

に 関する研 究が行われ た．近 年で は，風土色 を利用 し

た環境色彩計画に関す る研 究が行われ て い る．

　こ れらを踏まえ，市田 （20ユ0）は地 理 学の 風 土論や景

観研 究を参考に ，風 士色 の 概念を多角的に理解する必

要 性を示 し 1 分析諜題 として 色 彩景観 の 形 成過 程 ，

人 々 の 色彩認 識を指摘した，風 土色 に基 づ く景観整備

が進 む 中 ， そ の 色彩を 地 域文 化との 関係 から理 解し，

風 ニヒ色 を新たな枠組 みで再 考することが，色 彩景観の

地域性 をより明確に理 解する
一助 になると考えられ る．

2．研究の 目的と方法

　研 究の 目的は，風 土色を，そ の 地域 の 歴史や人 々 の

色彩認識との 関係か ら理解するこ とで ある．研 究対 象は ，

窯業を主要産業 に発展 した愛知県常滑 市 の 産業景観

で ある．そして ， そ こ にみ られ る黒 壁 建築物 の 「黒 」，ある

い は ， 陶器 生 産 により大 量 に排 出された黒煙や 煤 の

「黒」を風土 色として とらえた．

　 目的に 向けて，以下の 2 点を調 査
・
分析 した ．工 点 目

は ，地域の 景観を，1970 年 代以前 （第 1 期），1970 年

代〜1990 年代後半（第 2 期），1990 年代後半以降（第

3 期 〉に区分し，そ の 変化を明らか に した．2 点 目は ， 地

域住 民 へ ¢）イン タビ ュ
ーに より，黒壁 建 築物 や ， そ の 形

成 要 因 の 1 つ で ある窯業に より生 じた煤や黒煙 の 「黒 」

をめぐる人 々 の 色彩 認識 を分析した．

3，窯業の 発展と景観の 変化

　現在 の常滑の景観は ，明治時代 ， 土管など大型陶器

の 大量生産を背景 に形成され ，
一
ヒ地整備 に利用 され た

陶器 や黒壁 の 家屋 が特 徴的 で あ る．黒 壁 建築物 に は

防腐 の た め にコ
ー

ル タ
ール が塗装され ，大 量生産 期 に

は ，黒煙 ・煤による汚れを防ぐ目的か らも塗装された．
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　本 研 究では ， 黒壁建築物を形成 ・修景年代から区分

し，第 2 期 の 観光地化，および第 3 期に再生された事

例に注 目した （図 1）．こ れらは景観保全を 目的に 再生さ

れ たもの で ，とりわけ第 3期 の 事例 には多様な黒色材料

が利 用され る．これ は，黒 壁 が地域 に 特徴 的な景観要

素と認識され，行政や地 域住 民 ， 事 業主 など様 々 な主

体により再生 が図られた結果で ある．

　こ の ように ，
か つ て は家屋の 維持 を 目 的 に 形成され た

黒壁 は ， 本 来 の 機能性を離れ ，そ の 色彩が受け継がれ

再 生 されて い る，黒壁建築物の 保全 と再生 が進 む 中，

「黒」が地 域に特 徴的な色彩として 景観ま ちづ くりに 活

用され て い ることが示 され た．

4．黒をめぐる語り

　現在，地域 景観の 象徴色 と認識 され る 「黒 」をより幅

広い 視点か ら理解するために，第 1 期に地 域で生 活し

た人 々 にイン タビ ュ
ー

調 査を行 い ，当時の 景観と人々 の

生産活 動や 生活経験との 関係性をより詳しく検刮する．

　表 1 に示 す地 域住民 の 語 りか ら，第 1 期の 生産活動

に 関して ，  黒煙や煤の影響を受 けて生 活 し生 産に従

事したこと，  生 産 と生活 の 記憶が，黒 色に関わる身体

的経験とともに語られ る ことが分か る．また，住民 の 色彩

認 識として ，  身体的経験が黒色 と結び つ きが 強 い 常

滑 独 自の 生産と生活 の 経 験の 中で 形成された こ と， 

地 域景観と身体的経験に 関連 して 語 られ る 黒色 が地城

の 象徴色 として認識 されて い るこ とが明らか に なっ た．

　批判 的 に 認識されやす い 黒煙に対し，調査対象 の 住

民 が肯定的な認識を持 っ 点は ， 常滑 に 特 徴的である．

これは ，第 ユ期の 生産を担う住民が ，幼少 期から労働者

とし て の 生産活動に 至 る まで ，自らの 体を黒 く染め ， 黒

煙 と煤を肌 で感じ，黒色をめぐる身体的経験を重 ね て き

た ことに起因する，こうした人 々 と景観 要素との 関係性

は，身体的記憶 （ハ イデ ン 2002）の概念に より解釈で き

る．この 概念 は ， 人 々 と場 所 との 結び つ きを形成する要

因，もしくは関係性 で ある．常滑で は，黒色 をめぐる経

験 に由来する身体的記憶が
， 人 々 と場 所との 結び っ き

形成する要因として作用 して い ると考えられる．

　 住民が語る黒色 は，黒壁 建 築物 ，黒煙と煤で汚れた

すずめ や 洗濯物，樹木，家屋など多岐にわたる．そして ，

コ
ー

ル タ
ー

ル を塗装する経験，煤に まみ れ た作業の 経

…
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験 が ，地域で暮らし，生 座 に 従 事した 人 々 に より誇 りをも

っ て 語られる．大皇 の 黒煙 は大量生産 の 証 で あり， 産 業

による経済的発展の 象徴であっ た． 「子どもの 頃 は，み

ん な黒 い 樹 木 の 絵を描 い て い た」と語 られ る ように ，常

滑ならで は の 身体的経 験 に K つ く色 彩認識こそが，常

滑の 風土色 の ア イデン ティテ ィで ある考えられ る．

5．結論

　以 上より，常滑を藤例に ，人 々 の 黒色をめぐる身体的

経験 ，そして 黒色をめぐる認識の 一端が 明 らか にな っ た．

常滑の 黒色は ，現 在の地域の 景観構成 要素で あると同

時 に ，
一

部 の 住民 の 過 去 の 経験 に根ざした色彩 で あり，

産業や生活 の 記 憶が息 づ い た色彩で あ る，保全される

黒壁 建 築物を端緒に 黒色を分析す るこ とで ，黒 色 と地

域住民との 間の 不可 視的な関係性 の
一
端が示 された．

こうした兄方か ら風 土色を再 考するこ とで ，そ の 概念は

多様性を帯 び る，そ して ， この 見力が，風 土色をめぐる

新たな研 究 へ の 手がかりになると筆者は 考える．
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図 1，形成 お よび 修景年代 か ら分類 した 黒 壁建 築物 の 分布 とその 用 途
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表 1．地域住民 の 語 り

一 ．281L
N 工工

一Electronic 　 Library 　


